
■開催日：2024年11月9日（土）13:00～15:00

【フットボールミーティング】

■場 所：北海道文教大学附属高校（講堂）

■参加者：千歳地区FAの皆さん （約５０名）

北海道文教大学附属高校女子サッカー部の皆さん

講師：大岩真由美

（HKFA副会長）

「チャレンジし続ける人生の豊かさ」（北国理事長考案）

素敵なテーマを与えて頂きました！

素晴らしい

会場でした！

役員の皆様



【千歳地区FA 会長 小橋薫 様】
（恵庭市議会議員）

本日の講演会、ありがとうございました。

参加者にはそれぞれ心に感じたものが

あると思います。

大岩様の経験は貴重な物であり

1人でも多くの方に聞いて

もらいたいものです。

本当にありがとうございます。

益々のご活躍をお祈りします。

【千歳地区FA 副会長

（HKFA副会長）船田清 様】

私たちは共に、HKFA副会長として北海道サッカーの方向性

を決める組織の仲間です。そしてJFA理事として日本のサッ

カー界の大事な舵取り役も担っています。

本日の講義そして経歴を調べてみると改めて

歩んできた道の素晴らしさを感じました。

恩師が伝えた「おまえが歩けば道が出来る」

を自ら示すように、女子審判員の誰１人達成

出来なかったことを次々に成し遂げております。

まさに「チャレンジし続ける人生」だったと

思います。文教大附属高校女子サッカー部の

皆さんは全国大会に臨みます。苦しいときに

講義を思い出し、ぜひ勇気を持って一歩踏み出してほしい。

大岩さん、本日は誠にありがとうございました。



【千歳地区FA 副会長 松倉美加 様】
（千歳市議会議員）

現在では、男女の隔たりがない教育がおこなわれていますが、

当時はまだまだ女性の職域なども狭く、その道を切り拓くに

は相当なご苦労があったと思います。笑顔で前向きに乗り越

えて来られ、さらには後進へ道を譲る決断も潔く未来を見つ

めた素敵な方だと感じます。

失敗をした時の行動こそ、その後の成長へ繋がるものと考え

ておりますが「仲間を信じ、自分を信じた…」との乗り越え

方にも、これまでの努力を感じました。地道な努力の積み重

ねをしてきたことを知る自分にだからこそ自分を信じろ！と

励ますことが出来るし、自分を信じることが出来れば人をも

信じることが出来るものだと思いますので…。

若い皆さま方にも、努力は裏切らないことを信じてもらいた

いな…と思います。

そして、いつでもスタートラインに立てるということ。年齢

問わず、自分の気持ち次第でいつでもどんなことも始めてい

けるもの。好奇心や楽しいと思える心を忘れず、まだまだ

チャレンジをしていきたい！と元気と勇気をもらうことが出

来ました！次は実践していきたいと思っております。貴重な

お話を聴かせていただき、ありがとうございました。



【北海道文教大学附属高校女子サッカー部】

副キャプテン 吉川育夢さん

『自分の道を信じて、チャレンジを続けること

の大切さを学ぶことができました。

ありがとうございました』

【北海道文教大学附属高校女子サッカー部】

監督 清野訓靖 様

『簡単ではないですが、年齢がいくつになって
もチャレンジすること。困難なことが現れたと

きの向き合い方など、大岩さんの経験にもとづ

く参考になる話ばかりで、楽しみながら聞くこ

とができました。ありがとうございました』

【北海道文教大学附属高校女子サッカー部】

キャプテン 曽部妃加里さん

『どのようなことがあっても、全て自分にとって必要なことな

ので、おかれている状況でチャレンジし続けることが大切だと

学びました』



【千歳地区FA 理事長 北国浩 様】

これまで歩んで来られた人生では、数多くの国を訪れたり、数十

回にわたる転職を経験され、その時々で人との出逢いがあり、別

れがあり、再会があったことは、まさに縁（出逢い）が目に見え

ない大きなパワーとなって自身の成長に繋がったことが伝わりま

した。

初めての出逢い・・・私が2級審判員としてデビュー間もない全

道少年団大会（日高開催）。主審を務めた際のチームにコーチで

ベンチにおられました。当時は女性のコーチはほぼ居なかった中

で、コーチを務めていることに驚きました。

【開催の主旨】

様々な人々に支えて頂きながら、それぞれの目標に向かって「挑戦しつづけるこ

と」と「挑戦することで得られる成⾧や学び」について、国際審判員としてのご

経験がある大岩さんから、審判員としてだけではなく、私たちがサッカーに関わ

る上でも、日々の生活の中でも、自分自身に真正面から向き合う事や準備する事

の大切さを学べるものと考えました。

また、フットボールを支えるという視点を得る機会ともなり、審判員やフット

ボールを支える人に心を寄せてリスペクト精神を醸成し、自分たちが活動する

サッカー界を誇りに思う機会となることも期待して、北海道文教大学附属高校と

の共催（会場提供）で開催する運びとなりました。

★当地区には稲葉里美（１級審判員）も活躍中！



【報告者】大岩真由美（HKFA副会長）

素敵な講堂で講演をさせて頂きま

した。魅力的なサッカーファミ

リーの皆さんとの新しい「ご縁」

に恵まれとても嬉しかったです。

改めて自分の歩んできた道を振り

返ると、そこに多くの「人」との

出逢いがあったお陰です。

これからも微力ですが、私なりに

サッカーへの恩返しを続けて参り

ます。

感謝

応援される、応援したいと思わせる

「人」や「チーム」づくり！

ある日の大会会場で・・・たくさんの人込みの中

「大岩さん！こんにちは！文教です！」と笑顔で元気に

挨拶してくれました。そう、女子サッカー部の数名が

挨拶してくれたのです。顔も名前も解らないのですが

率先して自ら挨拶が出来る選手に感動でした。

ピッチ内だけではなく、ピッチ外でも基本的なことや

「当たり前を当たり前に出来る」選手育成に取り組んで

いる清野監督の指導方針にも共感しました！


